
新
聞
社
よ
り

京を感じる
　　　　夏の三代風物詩

　読者の皆様、この夏のご予定はお決まりだろうか。ここ

では、我々新聞社が実際にその場所に赴いた結果、皆様に

自信を持ってお勧めするイベント・祭りを３つ、ご紹介し

ていきたいと思う。

　

貴
船
神
社
は
、
縁
結
び

や
復
縁
な
ど
の
ご
利
益
が

あ
る
神
社
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場

所
で
七
夕
の
笹
に
願
い
を

込
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

叡
山
電
鉄
に
揺
ら
れ
、
神

社
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、

笹
飾
り
が
綺
麗
に
光
る
幻

想
的
な
光
景
が
広
が
る
。

ま
さ
に
京
都
を
感
じ
る
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

期
間
中
、
夕
暮
れ
か
ら

２
０
時
ま
で
開
催
し
て
い

る
。
し
か
し
、
名
物
の
水

み
く
じ
や
お
守
り
な
ど
の

受
付
は
１
９
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
の
で
注
意
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
短
冊

は
１
枚
１
０
０
円
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

七
夕
は
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
が
８
月
１
５
日
（
木
）

ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
続

く
の
で
、
京
都
の
夏
を
感

じ
に
行
く
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

　

　

鵜
飼
と
は
、
鵜
を
使
っ

て
川
魚
を
と
る
漁
法
だ
。

嵐
山
鵜
飼
の
歴
史
は
古

く
、
千
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。

　

嵐
山
の
夜
は
暗
い
。
ま

ず
目
に
入
る
の
は
、
か
が

り
火
だ
。「
か
が
り
火
を

焚
く
の
は
鵜
が
魚
を
見
つ

け
や
す
く
す
る
た
め
だ
」

と
船
頭
さ
ん
は
語
る
が
、

火
に
は
ど
こ
か
人
間
の
本

能
を
揺
さ
ぶ
る
不
思
議
な

魅
力
が
あ
る
。
き
っ
と
皆

様
も
爛
々
と
赤
く
踊
る
火

影
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。　

　

予
約
な
し
の
乗
合
船
、

平
安
風
の
装
飾
を
施
し
た

宮
廷
鵜
飼
船
、
予
約
制
の

文
芸
奨
励
賞

　

一
面
は
、
６
月
に
で
き

た
ば
か
り
の「Patisserie 

du Jour Jouissance

」

さ
ん
に
グ
ル
メ
探
訪
に

行
っ
た
様
子
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に

は
、
こ
の
記
事
か
ら
お
店

の
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
き
、
実
際
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

二
面
は
、
京
都
で
行
わ

れ
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭

り
の
３
つ
に
記
者
が
実
際

に
赴
き
、
お
勧
め
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
文
芸
奨
励
賞
に

つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
ま
で
お
読
み
く
だ

さ
っ
た
読
者
の
皆
様
、
取

材
・
紙
面
作
成
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
山
﨑
星
奈
）

貸
切
船
、
１
０
名
以
上
で

予
約
で
き
る
食
事
付
き
の

鵜
飼
見
物
船
の
４
種
類
の

中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
か
が
り
火
の
中
、
屋

形
船
に
乗
っ
て
鵜
飼
を
眺

め
な
が
ら
、
非
日
常
感
を

味
わ
っ
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。
期
間
は
９
月
２
３

日
（
月
・
祝
）
ま
で
だ
。

行
わ
れ
て
い
る
。
東
京
の

神
田
祭
、
大
阪
の
天
神
祭

と
と
も
に
日
本
三
大
祭
の

一
つ
と
し
て
有
名
で
あ

り
、
岐
阜
の
高
山
祭
、
埼

玉
の
秩
父
夜
祭
と
と
も
に

日
本
三
大
曳
山
祭
の
一
つ

で
も
あ
る
。

　

今
年
は
終
了
し
て
し

ま
っ
た
が
、
宵
々
山
と
宵

山
で
は
、
四
条
通
の
八
坂

神
社
～
堀
川
間
が
時
間
帯

に
よ
っ
て
歩
行
者
天
国
と

な
る
。
こ
の
２
日
間
は
、

夜
に
露
店
が
立
ち
並
ぶ
こ

と
も
あ
り
、
賑
わ
い
も
ひ

と
し
お
で
あ
る
。

　

京
都
の
歴
史
を
物
語
る

祇
園
祭
。
行
け
ば
良
い
思

い
出
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
今
年
は
行
か
な

か
っ
た
と
い
う
方
も
、
来

年
の
夏
に
是
非
そ
の
魅
力

　

今
年
も
、
大
谷
大
学

教
育
後
援
会
文
芸
奨
励

賞
（
以
下
、
文
芸
奨
励

賞
）
の
テ
ー
マ
が
発
表
さ

れ
た
。そ
の
テ
ー
マ
と
は
、

【「
寄
り
そ
う
知
性
」
―
い

ま
求
め
ら
れ
る
も
の
―
】

だ
。

　

文
芸
奨
励
賞
と
は
「
言

葉
に
よ
る
表
現
意
欲
を
奨

励
す
る
こ
と
」を
目
的
に
、

２
０
０
６
年
度
に
創
設
さ

れ
た
賞
だ
。
５
０
文
字
以

内
の
日
本
語
表
現
に
よ
る

文
芸
作
品
を
募
集
し
、
優

秀
者
に
は
教
育
後
援
会
か

ら
文
芸
奨
励
金
が
給
付
さ

れ
る
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
本

学
の
大
学
院
、
学
部
、
短

期
大
学
部
の
学
生
だ
。
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
１
名
に

は
５
万
円
の
奨
励
金
、
優

秀
賞
で
は
２
名
以
内
に

３
万
円
、
佳
作
で
は
１
３

名
以
内
に
１
万
円
が
給
付

さ
れ
る
。

　

募
集
期
間
は
９
月
１
９  

編
集
後
記

日
（
木
）
〜
１
０
月
１
７

日(

木)

の
約
１
ヶ
月
だ
。

こ
の
機
会
に
、
言
葉
と
向

き
合
い
作
品
作
り
を
し
て

み
る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。

興
味
の
あ
る
方
、
自
分
の

作
品
を
発
表
し
た
い
方
は

応
募
し
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

　
　
　
　
　
（
山
﨑
星
奈
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　（貴船神社　『七夕笹飾りライトアップ』）
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　　　　　　　　　　　（祇園祭　月鉾）
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を
体
感
し
て
ほ
し
い
。

 　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

は
、新
聞
社
の
ブ
ロ
グ〈
大

谷
電
子
版
〉
で
も
掲
載
中

だ
。
読
ん
で
い
た
だ
き
、

興
味
が
湧
い
た
方
は
是
非

足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。　
　

　
　
　
　
　
（
山
田
晴
也
）

貴
船
神
社
　

 

七
夕
笹
飾
り

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

祇
園
祭
は
八
坂
神
社
の

神
事
で
あ
り
、
７
月
１
日

か
ら
３
１
日
ま
で
１
ヶ
月

間
に
渡
り
行
わ
れ
る
。
平

安
時
代
に
疫
病
退
散
を

願
っ
た
御
霊
会
に
始
ま

り
、
９
７
０
年
か
ら
は
応

仁
の
乱
と
第
二
次
世
界
大

戦
の
時
期
を
除
き
、
真
夏

の
熱
い
祭
礼
と
し
て
毎
年

　

祇
園
祭

 

嵐
山
鵜
飼


